
重点目標 具体的取組 指標 評価の観点・目標指数 判断基準 回答者 ％ 判定 前期評価 ％ 判定 後期評価

子どもたちの日々の生活の様子から、人権意識を高めるための
フィードバックを即時的・適時的に行うことに努めていますか。
A　十分　努めている A 38.5 A 38.5

B　ある程度　努めている B 61.5 B 61.5

C　あまり　努めていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0
計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

身の回りの不公平なことやいじめに対し、おかしい、許さないという
気持ちをもつことができていますか。
A　できている A 62.6 A 61.8

B　どちらかといえば　できている B 30.7 B 33.9

C　どちらかといえば　できない C 5.5 C 3.5

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 1.2 D 0.8
計 100.0 93.3 計 100.0 95.7

お子さんは人権意識を高め、差別に対して正しい見方・考え方を
身につけていると思いますか。

A　思う A 34.4 A 34.4

B　どちらかといえば　思う B 57.8 B 57.8

C　どちらかといえば　思わない C 6.2 C 6.2

【目標指数】A＋Bが８０％以
上

D　思わない D 1.6 D 1.6
計 100.0 92.2 計 100.0 92.2

児童一人ひとりがたがいのよさを認め合うことができる取組に努
めていますか。

A　十分　努めている A 30.8 A 30.8

B　ある程度　努めている B 69.2 B 69.2

C　あまり　努めていない C 0.0 C 0.0
【目標指数】Ａ＋Bが ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

まわりのみんなのよいところやがんばる姿を見つけることができて
いますか。
A　できている A 70.0 A 66.5

B　どちらかといえば　できている B 24.5 B 29.3

C　どちらかといえば　できない C 4.3 C 3.4
【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 1.2 D 0.8

計 100.0 94.5 計 100.0 95.8

自分もまわりのみんなも、よいところやがんばっていることがあるこ
とに気づき、大切にすることができていますか。

A　できている A 57.1 A 54.2

B　どちらかといえば　できている B 39.3 B 41.0

C　どちらかといえば　できない C 3.6 C 3.2

【目標指数】Ａ＋Bが ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 1.6
計 100.0 96.4 計 100.0 95.2

お子さんは、自分も他者もそれぞれ、よいところやがんばっているこ
とがあることに気づき、みんな大切な存在だと感じていると思いま
すか。
A　思う A 49.2 A 49.2

B　どちらかといえば　思う B 48.4 B 48.4

C　どちらかといえば　思わない C 2.4 C 2.4

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　思わない D 0.0 D 0.0
計 100.0 97.6 計 100.0 97.6

各行事でふり返りシートを活用し、周りの人と協力することのよさ
について考えさせることができましたか。
A　十分　努めている A 36.4 A 36.4

B　ある程度　努めている B 63.6 B 63.6

C　あまり　努めていない C 0.0 A＋B C 0.0 A＋B

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0
計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

毎日の授業や行事で、まわりのみんなと協力しながら取り組んで
いますか。
A　できている A 64.8 A 73.2

B　どちらかといえば　できている B 30.9 B 21.4

C　どちらかといえば　できない C 4.3 C 4.8

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 0.6
計 100.0 95.7 計 100.0 94.6

学校は楽しいですか。

A　楽しい A 66.1 A 60.5

B　どちらかといえば　楽しい B 25.9 B 30.5

C　どちらかといえば　楽しくない C 3.1 C 5.2

【目標指数】Ａ＋B が ９０％ D　楽しくない D 4.9 D 3.8
計 100.0 92.0 計 100.0 91.0

A＋B

成
果

学校が楽しいと感じる。
児
 
 

童
◎

A＋B

◎
A＋B

◎

成
果

毎日の授業や行事で、友だち
と協力することができたか。 児

　
童

◎
A＋B

◎

③支え合う
力･･･協働
　周囲の他者
たちと仲間意
識を持って繋
がり、お互い
に協力するこ
とができる子

ピアサポート
プランを意識
したふり返り
シートを活用
し、蓄積する。
（チャレンジす
る子のふり返
りシートと同じ
もの）

取
組

各行事でふり返りシートを活
用し、周りの人と協力すること
のよさについて考えさせる。

教
職
員

◎

子どもは、自分も他者もそれ
ぞれ、よいところやがんばって
いることがあることに気づき、
みんな大切な存在だと感じて
いるか。

保
護
者

◎
A＋B

◎
A＋B

A＋B

成
果

自分が学校や学級の中で、
自他ともに大切にされている
ことを実感できる。

児
　
童

◎
A＋B

◎
A＋B

満
足
度

成
果

学校や学級のみんなのよいと
ころやがんばる姿を見つける
ことができる。

児
　
童

◎
A＋B

◎

A＋B

②認め合う
力･･･他者承
認
　自分と他者
との違いを受
け入れるとと
もに、他者の
良いところや
成長･頑張り
に気づける子

毎月の生活
チェックで、友
だちのよさを
認め合う項目
を設け、日々
の生活で意
識させる。各
学年に合わ
せたよさを認
め合う活動に
取り組む。

取
組

生活チェックなどで、児童に
友だちのよさを意識させたり、
学年に合わせたよさを認め合
う活動に取り組んだりする。

教
職
員

◎
A＋B

◎
A＋B

満
足
度

子どもは人権意識を高め、差
別に対して正しい見方・考え
方を身につけたか。

保
護
者

◎
A＋B

◎

A＋B

成
果

日々の生活の中で、人権意識
を高め、差別に対する正しい
見方・考え方を身につけるこ
とができる。

児
　
童

◎
A＋B

◎
A＋B

令和４年度　　　　　西　津　小　学　校　学　校　評　価　シ　ー　ト　　　　№１

共
に
伸
び
る
子

①伝え合う
力･･･意思疎
通
　自分の考え
を持ち、相手
のことを考え
ながら伝えた
り、聞いたりす
ることができ
る子

人権意識の
涵養のため、
伸ばしてほし
い価値と伸ば
してほしくな
い価値を共有
し、即時的・適
時的なフィー
ドバックを行
う。

取
組

子どもたちの日々の生活の様
子から、人権意識を高めるた
めのフィードバックを即時的・
適時的に行うことに努める。

教
職
員

◎
A＋B

◎
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重点目標 具体的取組 指標 評価の観点・目標指数 判断基準 回答者 ％ 判定 前期評価 ％ 判定 後期評価
児童が基礎的・基本的な知識や技能を定着させるためにドリルタ
イム等を有効に活用できているか。

A　十分　活用している A 63.6 A 38.5

B　ある程度　活用している B 36.4 B 61.5

C　あまり　活用していない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　活用していない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

自分の学年で習った漢字の読み書きはできていますか。

A　できている A 37.4 A 50.3

B　どちらかといえば　できている B 49.7 B 34.7

C　どちらかといえば　できない C 11.7 C 12.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 1.2 D 3.0

計 100.0 87.1 計 100.0 85.0

自分の学年で習った計算はできていますか。

A　できている A 54.0 A 56.3

B　どちらかといえば　できている B 32.5 B 30.5

C　どちらかといえば　できない C 12.3 C 11.4

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 1.2 D 1.8

計 100.0 86.5 計 100.0 86.8

休み明けテスト（漢字）で学級平均は何点だったか。

A　90点以上 A 25.0 A 50.0

B　80～89点 B 50.0 B 33.3

C　60～79点 C 25.0 C 16.7

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　60点以下 D 0.0 D 0.0

計 100.0 75.0 計 100.0 83.3

休み明けテスト（計算）で学級平均は何点だったか。

A　90点以上 A 37.5 A 50.0

B　80～89点 B 50.0 B 33.3

C　60～79点 C 12.5 C 16.7

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　60点以下 D 0.0 D 0.0

計 100.0 87.5 計 100.0 83.3

お子さんに国語や算数の基礎的な力（読み・書き・計算）が身に
ついていると思いますか。

A　身についている A 27.3 A 31.9

B　どちらかといえば　身についている B 57.0 B 50.0

C　どちらかといえば　身についていない C 14.1 C 16.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　身についていない D 1.6 D 2.1

計 100.0 84.3 計 100.0 81.9

教育課程全体を見通して、授業計画を立てることができているか。

A　十分　できている A 18.2 A 37.5

B　ある程度　できている B 81.8 B 50.0

C　あまり　できていない C 0.0 C 12.5

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 87.5

授業などで身につけた力をほかの場面で活かすことができていま
すか。

A　できている A 44.2 A 49.4

B　どちらかといえば　できている B 41.7 B 41.1

C　どちらかといえば　できない C 11.7 A＋B C 7.2 A＋B

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 2.4 D 2.3

計 100.0 85.9 計 100.0 90.5

児童が主体的に取り組める授業や場を設定するように努めている
か。
A　十分　努めている A 33.3 A 11.1

B　ある程度　努めている B 66.7 B 88.9

C　あまり　努めていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

自分の考えをもって課題に取り組めていますか。

A　できている A 46.0 A 44.6

B　どちらかといえば　できている B 44.1 B 45.8

C　どちらかといえば　できない C 9.3 C 8.4

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.6 D 1.2

計 100.0 90.1 計 100.0 90.4

お子さんは自分の興味・関心のあることについて主体的に取り組
んでいると思いますか。

A　取り組んでいる A 52.8 A 60.6

B　どちらかといえば　取り組んでいる B 40.9 B 31.9

C　どちらかといえば　取り組んでいない C 5.6 C 6.2

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　取り組んでいない D 0.7 D 1.3

計 100.0 93.7 計 100.0 92.5

A＋B

◎
A＋B

A＋B

◎
A＋B

成
果

主体的に学習に取り組むこと
ができる。

児
　
童 ◎

A＋B

◎
A＋B

③自らの学び
を追求する
力･･･追求
　自分の興
味･関心のあ
ることについ
て、自分なり
の方法で深
め追求するこ
とができる子

・授業におけ
る対話や振り
返りを大切に
したり、自主
学習を推進し
たりして、児童
が主体的に
取り組める授
業や場の設
定を行う。

取
組

児童が主体的に取り組める
授業や場の設定を行う。

教
職
員 ◎

満
足
度

自分の興味・関心のあること
について、主体的に取り組む
ことができる。 保

護
者 ◎

A＋B

◎
A＋B

成
果

身につけた力を他教科や行
事等で活かすことができる。

児
　
童 ○ ◎

②活用する
力･･･情報活
用
　課題を解決
するために、
身につけた資
質･能力を活
用することが
できる子

・身につけた
力を他教科
や行事等で
活かせるよう
にカリキュラ
ム・マネジメン
トを行う。

取
組

教育課程を見直し、各教科等
や特別活動の計画を柔軟に
行う。 教

職
員

◎

A＋B

満
足
度

子どもに国語や算数の基礎
的な力（読み・書き・計算）が
身についている。 保

護
者 ○

A＋B

○
A＋B

取
組

休み明けテストを実施し、学
級平均80点以上をめざす。

教
職
員 ○

A＋B

○

A＋B

取
組

休み明けテストを実施し、学
級平均80点以上をめざす。

教
職
員 ●

A＋B

○
A＋B

成
果

基礎的・基本的な内容（計
算）がわかる。

児
　
童 ○

A＋B

○

A＋B

成
果

基礎的・基本的な内容（漢
字）がわかる。

児
　
童 ○

A＋B

○
A＋B

令和４年度　　　　　西　津　小　学　校　学　校　評　価　シ　ー　ト　　　　№２

自
ら
学
ぶ
子

①自ら学ぶ
力･･･基礎･
基本の定着
　各教科の内
容を学ぶ中
で、必要な資
質･能力を習
得することが
できる子

・「読み・書
き・計算」を学
習の基礎・基
本と捉え、ドリ
ルタイム等の
場で継続して
取り組み、学
力の定着を
図る。
・休み明けテ
ストを実施す
る。

取
組

児童が基礎的・基本的な知
識や技能を定着させる手立て
をとる。 教

職
員 ◎

A＋B

◎
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重点目標 具体的取組 指標 評価の観点・目標指数 判断基準 回答者 ％ 判定 前期評価 ％ 判定 後期評価
教員は、児童が自分にあった目標を立てられるように、話し合った
り、考えたりする時間を設けることができているか。

A　十分　できている A 33.3 A 37.5

B　ある程度　できている B 66.7 B 62.5

C　あまり　できていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

学校行事では、自分にあった目標を立てることができていますか。

A　できている A 62.8 A 61.9

B　どちらかといえば　できている B 30.4 B 30.4

C　どちらかといえば　できない C 4.3 C 6.2

【目標指数】Ａ＋B が 9０％以上 D　できていない D 2.5 D 1.5

計 100.0 93.2 計 100.0 92.3

お子さんは、学習活動や行事に目標をもって取り組むことができて
いると思いますか。

A　取り組んでいる A 27.6 A 37.2

B　どちらかといえば　取り組んでいる B 60.6 B 50.0

C　どちらかといえば　取り組んでいない C 11.8 C 9.6

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　取り組んでいない D 0.0 D 3.2

計 100.0 88.2 計 100.0 87.2

教員は、育てたい児童像を意識しながら、目的意識や見通しをもっ
て取り組ませることに努めていますか。

A　十分　努めている A 46.2 A 77.8

B　ある程度　努めている B 53.8 B 22.2

C　あまり　努めていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

目標に向かって取り組み、自分ののびを実感することができていま
すか。

A　できている A 50.6 A 49.9

B　どちらかといえば　できている B 42.0 B 37.3

C　どちらかといえば　できない C 6.8 C 10.5

【目標指数】Ａ＋B が ９０％以上 D　できていない D 0.6 D 2.3

計 100.0 92.6 計 100.0 87.2

お子さんは、課題を見つけ、解決に向けて取り組んでいると思いま
すか。

A　取り組んでいる A 11.7 A 19.1

B　どちらかといえば　取り組んでいる B 53.9 B 51.1

C　どちらかといえば　取り組んでいない C 28.9 C 27.7

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　取り組んでいない D 5.5 D 2.1

計 100.0 65.6 計 100.0 70.2

教育相談やアンケートの結果を学級づくりに活用するように努め
ているか。

A　十分　努めている A 54.5 A 85.7

B　ある程度　努めている B 45.5 B 14.3

C　あまり　努めていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　努めていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

失敗してもあきらめずに最後までやりきることができていますか。

A　できている A 66.3 A 65.9

B　どちらかといえば　できている B 29.4 B 24.0

C　どちらかといえば　できない C 3.7 A＋B C 8.0 A＋B

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.6 D 2.1

計 100.0 95.7 計 100.0 89.9

お子さんは、失敗してもあきらめずに最後までやりぬこうとしている
と思いますか。
A　やりぬこうとしている A 22.7 A 31.9

B　どちらかといえば　やりぬこうとしている B 51.6 B 51.1

C　どちらかといえば　やりぬこうとしていない C 23.4 C 14.9

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　やりぬこうとしていない D 2.3 D 2.1

計 100.0 74.3 計 100.0 83.0

A＋B

満
足
度

失敗してもあきらめずに最後
までやりきろうとしていた。

保
護
者 ●

A＋B

●

◎
A＋B

成
果

失敗してもあきらめずに最後
までやりきることができた。

児
童 ◎ ○

A＋B

●
A＋B

③あきらめな
い力･･･根気
　失敗しても
気持ちを切り
替え繰り返
し、あきらめず
に最後までや
りきることが
できる子

Q-Uや教育
相談、学級力
アンケートを
活用し、学級
の状態を児
童に明示する
ことで、チャレ
ンジしやすい
学級づくりを
行う。

取
組

教育相談やアンケートの結果
を学級づくりに活用した。

教
職
員

◎
A＋B

A＋B

◎
A＋B

成
果

児童は、自分にあった目標を
たて学習に取り組み、自分の
伸びを実感することができた。 児

　
童 ◎

A＋B

○
A＋B

②高める
力･･･向上心
　自分でみつ
けた目標のた
めに取組、次
の課題や目
標をみつける
ことができる
子

「がんばり
カード」を活
用し、ふりか
えり用のファ
イルを作って
記録を蓄積し
ていく。学校
行事や体験
活動などのふ
りかえりでは、
同一観点で
自己評価させ
ることで、行
事固有の目
標に対する評
価だけでな
く、年間を通
した自己評価
ができるよう
にする。

取
組

教員は、児童が自分にあった
目標を立てたり、ふりかえった
りできるように、見通しをもっ
て取り組ませることができた。

教
職
員 ◎

満
足
度

自分で課題を見つけ、解決に
向けて取り組むことができた。

保
護
者 ●

A＋B

満
足
度

自分で目標をたてて、学習活
動や行事に取り組むことがで
きた。 保

護
者 ○

A＋B

○
A＋B

◎
A＋B

◎
A＋B

成
果

児童は、自分にあった目標を
たてることができた。

児
　
童 ◎

A＋B

◎

令和４年度　　　　　西　津　小　学　校　学　校　評　価　シ　ー　ト　　　　№３

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子

①挑む力･･･
自信
　自信を持っ
ていろいろな
ことに興味を
広げてやって
みることで、
喜びと達成感
を感じ取るこ
とができる子

朝運動の結
果を個人で
記録すること
で見える化
し、それをもと
にショートス
パンの目標を
設定させた
り、ふり返った
りすることで、
より高い目標
にチャレンジ
できる基盤を
つくる。

取
組

教員は、児童が自分にあった
目標を立てられるように話し
合ったり、考えたりする時間を
設けた。

教
職
員
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重点目標 具体的取組 指標 評価の観点・目標指数 判断基準 回答者 ％ 判定 前期評価 ％ 判定 後期評価
生活科や「いさりび」の学習では,地域素材との出会いの場を積
極的に取り入れ，児童のふるさとへの愛着が高まる学習を展開で
きているか。

A　十分　できている A 44.4 A 60.0

B　ある程度　できている B 55.6 B 40.0

C　あまり　できていない C 0.0 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 100.0 計 100.0 100.0

ふるさと西津の自慢を相手に説明できていますか。

A　できている A 51.5 A 50.6

B　どちらかといえば　できている B 35.6 B 36.3

C　どちらかといえば　できない C 9.2 C 9.2

【目標指数】Ａ＋B が ９０％以上 D　できていない D 3.7 D 3.9

計 100.0 87.1 計 100.0 86.9

お子さんは,生活科や「いさりび」の学習で学んだふるさと西津の
良いところについて家で話していますか。

A　話している A 21.9 A 33.0

B　どちらかといえば　話している B 43.8 B 38.3

C　どちらかといえば　話していない C 21.9 C 21.3

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　話していない D 12.4 D 7.4

計 100.0 65.7 計 100.0 71.3

ふるさと学習カレンダーをもとに，探究サイクルを意識したストー
リー性のある学習を展開し，得た知識をもとにさらに児童の考えが
深まる学習を行っているか。

A　十分　できている A 11.1 A 40.0

B　ある程度　できている B 77.8 B 60.0

C　あまり　できていない C 11.1 C 0.0

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 0.0 D 0.0

計 100.0 88.9 計 100.0 100.0

ふるさと西津をより良くするために，自分にできることを考えて行動
できていますか。

A　できている A 45.7 A 52.4

B　どちらかといえば　できている B 40.1 B 38.1

C　どちらかといえば　できない C 11.1 C 8.3

【目標指数】Ａ＋B が ８０％以上 D　できていない D 3.1 D 1.2

計 100.0 85.8 計 100.0 90.5

A＋B
成
果

児童は，西津をより良くするた
めに，自分にできることを考え
行動できる。 児

　
童 ○

A＋B

◎

A＋B

②ふるさと西
津を元気にす
る力
　人･もの･こ
とと関わりな
がら、今より
深くふるさと
について考え
ることができ
る子

・「シルバーカ
フェ」で高齢者
の方から西津
への思いを聞
きとることを通
して，地域をよ
り良くしていき
たいという気
持ちを高める。
・「ふるさと遠
足」等で地域
に足を運び，
地域の現実や
願いを知ること
を通して，課題
に目を向け，課
題解決の方法
を考えられるよ
うにする。

取
組

地域の現実や願いを大切に
して，児童の思考の流れや，
探究サイクルを意識したス
トーリー性のある学習を展開
し，持続可能な社会の実現に
向けて児童の考えが深まる学
習を行った。

教
職
員 ○

A＋B

◎
A＋B

満
足
度

子どもは，生活科や「いさり
び」の時間の活動を通して，
西津の良さを見つけている。 保

護
者 ●

A＋B

●

◎
A＋B

成
果

児童は，「ふるさと西津（小
浜）の自慢」を相手に説明で
きる。 児

　
童 ○

A＋B

○
A＋B

令和４年度　　　　　西　津　小　学　校　学　校　評　価　シ　ー　ト　　　　№４

ふ
る
さ
と
大
好
き
っ
子

①ふるさとを
愛する心
　ふるさと小
浜･西津をさ
らに好きにな
る子

・生活科・総
合的な学習
の時間を軸
に、系統的な
「ふるさと学
習」を通じて、
西津の歴史・
文化・産業・
人々について
調べ、「ひと・
もの・こと」と
の出会いの
場面を多く持
つことにより
「西津が大好
き」と思える
児童を育て
る。

取
組

生活科や「いさりび」の時間
に，地域素材との出会いの場
を積極的に取り入れ，児童の
ふるさとへの愛着がさらに高
まる学習を展開した。

教
職
員 ◎

A＋B
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